
 

 

R.I 会長 ホルガー・クナーク 

国際ロータリー第 2840 地区 2020-2021 年度 国際ロータリーのテーマ 

ROTARY  OPENS OPPORTUNITIES 

OPPORTUNWORLD 

善意というものがないなら 

  ロータリークラブは唯の社交クラブだ。 

  職業は金儲けのためでしかなく、 

  社会奉仕というも施しにすぎず、 

  国際奉仕は外交以外の何ものでもない。 

２０２０年 

会長 森 末廣 幹事 後藤圭一 

          クラブ会報・情報委員会  田中淳・長澤深幸・亀山貴史 

パストガバナー 前 原 勝 樹 

第３１５９回例会 
(１２月１４日(月)第２例会) 

例会場 桐生プリオパレス 

１２月２１日号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 点 鐘                                                                                       

２． ロータリーソング斉唱 

３． 来訪者紹介 

４． 出席１００％表彰 

５． 会長の時間 

６． 幹事報告 

７． 委員会報告 

８． 年次総会 

９． 点 鐘 

 

 

出席１００％表彰 

 

 

 

 

 

 

 

会長の時間 

今年も残すところあとわずかとなり、慌ただしい時期に

差し掛かりました。会員の皆様にとって、今年一年は

どのような年でしたでしょうか。 

１２月は「今年の漢字」が発表される時期です。この

「今年の漢字」は、国民一人一人がその年の世相を表

す漢字を考えることで、漢字の素晴らしさや奥深い意

義を再認識しようと、日本漢字能力検定協会が、１９９

５年（平成７年）から開催しており、全国から募集した

中で最も応募数の多い漢字一字が選ばれます。今年

の発表は１２月１４日の予定です。 

昨年は令和に新たな希望を感じた一年として「令」、１

０年前の２０１０年は夏の全国平均気温が史上最高を

記録したことから「暑」が選ばれました。 

さて、2020 年の「今年の漢字」は、何に決まるでしょう

か。 

コロナウィルス流行、菅総理の誕生、鬼滅の刃・・・２０

２０年も様々なことがありました、最も応募数の多い漢

字となると、コロナ関連で「蜜」などに決まりそうです。２

０２１年はコロナ脱却の「脱」など希望の一年になること

を願っています。 

 

さて本日は、２０２２年～２０２３年度の会長並びに２０２

１年～２０２２年度の理事役員選挙につき承認を受け

る年次総会があります。 

例会次第にありますように卓話がなく、会長の時間で

間を持たせなくてはいけません。 

そこで１１月３０日の例会時に、須永パスト会長がロ－

タリ―情報アワ－で紹介されていたグロ－バル補助金

事業計画の説明を行います。 

趣旨説明は、私が行います。事業内容等は、グロ－

バル補助金事業実行委員長の松島パスト会長が行い

ます。宜しくお願い致します。 

まず趣旨説明ですが、 

桐生ロ－タリ－クラブは、1953 年創立以来、地域社会

への奉仕や貢献を中心に活動展開してきました。一

方で、問題が山積する世界では、①疾病との闘い②

水と衛生（安全な水の提供）③教育の支援④地域経

済の発展⑤母子の健康⑥平和の推進 この 6 つの重

点項目を目標にして、ロ－タリ―財団が中心になって

諸活動を展開しています。我が桐生ロ－タリ―クラブ

は、ロータリ－財団への寄付金を全会員の理解を得

て毎年 100％行うことで国際貢献に協力してきました

が、これからは単なる傍観者でなく、自ら行動する責

任があると考えます。 

そこで今回、地区からの紹介もあり、フィリピンの子供

たちが学校で飲料水を安全に飲めるようにする水道

施設整備プロジェクトを提唱し、国際奉仕活動としてロ

－タリ―財団グロ－バル補助金を申請して、重点事業

の「水と衛生」として人道的プロジェクトを行いたいと提

案致します。当クラブでは、初めてのグロ－バル補助

金事業として実施し、これからの事業として継続的な

活動の礎になると思います。 

ロータリーは機会の扉を開く 

 竹内 靖博君 25 回 

 本田雄一郎君 10 回 

 園田  誠君 8 回 

 青木貴子さん 2 回 



 

 

 

《報 告》 

・12/7 定例理事会 

 

《予 定》 

・12/17 職業奉仕委員会家庭集会 

・12/21 忘年例会 

・12/23 11/29 桐生 4RC 合同 

チャリティーゴルフコンペ 

     チャリティー寄付 桐生市・みどり市 

 

幹事報告 

・2021 ロータリー国際大会(台北)ツアーのご案内と

2840 地区地区ナイトのご案内が届いております。 

・毎年、クリスマス会での歳末たすけあい募金ですが、

今年は本日と次週の忘年例会で、募金箱をまわしま

すので、ご協力 お願い致します。 

・次週 21 日(月)は、忘年例会です。 

 正午～美喜仁本店となりますので、お間違えの無い

ようお気をつけください。 

 

委員会報告 
出席委員会 

本日の出席(令和 2 年 12 月 14 日) 

総員 67 名：出席 41 名 

令和 2 年 11 月 30 日例会修正出席率：83％ 

 

ニコニコボックス 

森末廣君…年次総会よろしくお願い致します／山﨑

一順君…NHK 学園生涯学習写真展で優秀賞をいた

だきました／大友一之君…結婚祝／前原勝君、大友

一之君…誕生祝／本田雄一郎君、園田誠君、竹内

靖博君、青木貴子さん…出席 100％／大島千賀子さ

ん、丹羽あゆみさん…写真戴きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.開   会            幹 事 後藤圭一 

2.議長指名            会 長 森 末廣 

3.定足数の確認         

4.議   題 

  

 第１号議案   「2022－2023 年度会長並びに 

                2021-2022 年度理事役員選挙」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２号議案  その他 

 

 

5.次年度理事役員代表挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

本日、次年度理事役員選挙の結果、全員が信任され

ました。ありがとうございます。 

来年７月より信任されました理事・役員を共にロータリ

ー活動の中心となって全メンバーと楽しく進めていき

たいと思います。本日、雑誌委員会より 12 月号「ロー

タリーの友」の記事紹介がありました。その中で、どうな

る？コロナの中でのクラブの今後について、というペ

ージでは、会員同士の顔をあわせる機会の減少など

数々の今直面している問題がうかびあがっています。 

次年度のはじまる 7 月にはどの様な状況になっている

のかわかりませんが、その様な問題ともしっかりと向き

合って、その時のベストを考えて運営をしていきたいと

思います。メンバー皆様のご理解と協力をお願いしま

す。 

 

 

 

 

 

2022-2023年度 会 長 澤田 匡宏君 

2021-2022年度 副会長 柳  明彦君 

〃 幹 事 増山 大祐君 

〃 会 計 大島千賀子さん 

〃 理 事 腰塚 富夫君 

〃 理 事 松田 秀夫君 

〃 理 事 Randolph 留利子さん 

〃 理 事 田中 一枝さん 

〃 理 事 中山 賀司君 

2020-2021 年度 年次総会 

 

2021-2022 年度会長 

    本田雄一郎 君 

 



 

 

 

 

 

次々年度会長挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

総会におきまして、次次年度会長に会員の皆様から

ご承認をいただきまして心より感謝申し上げます。 

桐生ロータリークラブの会長という重責を担うにあたり

まして、身の引き締まる思いでいっぱいでございます。 

次次年度は、桐生ロータリークラブ創立 70 周年の年

にあたります。会員の皆様のご支援、ご協力を賜りまし

て周年行事にも全力で取り組む所存でございます。 

引き続き会員の皆様のご指導、ご鞭撻のほどよろしく

お願い致します。本日は誠にありがとうございました。 

 

 

6.閉   会              副会長 桑原志郎 

 

 

グローバル補助金事業にエントリーしました 

 
ロータリー財団のグローバル補助金事業は、２ケ国以

上のクラブまたは地区が参加する国際プロジェクトで

す。 

今回地区を通して、フィリピンのブランカ州プリラン市

内公立学校での手洗い、飲料水、衛生管理の改善

（新型コロナ対策）を目的とするプロジェクトにエントリ

ーいたしました。プロジェクト内容は、生徒たちに衛生

的で安全な飲料水を提供し、（公立）学校内で衛生環

境の改善を目指すもので、内容としては水の不足して

いる学校では深井戸とタンク、浄化フィルターを設置

し、他の学校にも水飲み場ならびに浄化フィルターを

設置します。 

 
〇グローバル補助金とは 

グローバル補助金は、財団からの大きな支援の下、よ

り長期的な視点から持続可能な活動に参加する機会

を提供するものです。財団の使命に関する以下の重

点分野において、多大な影響をもたらす大規模なプロ

ジェクトや活動に補助金を活用できます。 

 

要件 プロジェクトは、ロータリー財団地区補助金とグ

ローバル補助金 授与と受諾の条件を満たす

必要があります。 

プロジェクトの要件  

・長期的で持続可能な影響をもたらす 

・ロータリーの重点分野の少なくとも 1 つに明らかに一

致する活動に充てる 

 

 

 

 

重点分野 

 平和構築と紛争予防 

 疾病予防と治療 

 水と衛生 

 母子の健康 

 基本的教育と識字率向上 

 地域社会の経済発展 

 環境の保全 

 

・少なくとも 30,000 ドルを地域社会に投資する 

・地元地域の人々が特定した重要なニーズに取組む 

・地域社会が独自のニーズを自力で満たせる力を向

上させる 

実行項目・留意事項 

・Rotary.org を通じて補助金を申請する 

・地元地域の人々にﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに積極的に参加しても

らう 

・海外のクラブと協力する 

・クラブがグローバル補助金を申請する場合、そのクラ

ブは地区から資格認定を受ける 

・１クラブまたは１地区がグローバル補助金の代表提

唱者となれるのは、１度に 10 件までに限られる 

・プロジェクトの計画を立てる(予算と財務管理計画も) 

・設定した基準に基づいて進捗や成果を測る 

・期日までに報告書を提出する 

 

グローバル補助金は、次のような活動に使用できます。 

人道的プロジェクト 

奨学金：大学院レベルの留学 

職業研修チーム（VTT）：専門職業に関係する研修を 

提供するチームや、研修を

受けるチームを海外に派遣 

 

 

                                  

    本日の食事        ✿本日のお花✿ 

 

 

 

 

2022-2023 年度会長 

    澤田 匡宏 君 

 


